
乳房手術をうけられる方へ　〜よくお読みになり、ご入院当日に必ずお持ちください〜

　　　　　　　　　　　　　様

１. あなたの手術は　　　　月　　　　日です。（時間は手術前日に決まります。）
麻酔は全身麻酔（眠っている状態で痛みを感じません）で行われます。

２. 入院から手術までの流れ
入院当日
9 時頃 ----- 入院

● 採血
● 一日の水分摂取量と尿量を測りますので備付けの用紙に記入して頂きます。
● 胸帯（ソフトブラジャー）をお買い求めください。
● 夕方、麻酔医の訪問があります。
● シャワー等で体を清潔にしておいてください。
● 爪を切ったり、マニキュア等をとっておいてください。

21 時頃 ---- ● 下剤と睡眠剤を飲んでゆっくりお休みください。この後から絶飲食になります。

手術当日	
6 時頃 ----- 起床

● 検温、血圧測定をします。
● 浣腸をします。

手術前 ----- ● 着替え：こちらで用意した手術着に着替えます。その際、化粧はせず、指輪、ヘアピン、
　 貴金属、コンタクト、義歯等ははずしてください。
● 麻酔を効きやすくする薬をのみます。
● ベットごと手術室へ移動します。

手術の所要時間は約 1 ～ 2 時間です。手術終了後、麻酔が醒めるまで、回復室で約 1 時間程、
過ごすことになります。（個人差がありますので目安とお考えください。）
ご家族の方は、4 階のロビーでお待ちください。手術終了後、医師より説明があります。
もしロビーを離れる場合は、手術室の受け付けまでその旨をお伝え下さい

３. 手術後の状態（基本的には下記の通りですが個人によって多少違いがあります。）

４. 手術後
手術当日はベットの上で過ごして頂き、翌日より歩行可能となります。
痛みがあれば症状に応じて痛み止めを使用しますので心配はありません。
外来で渡されたパンフレットをよくお読みになり、手術した側の腕の運動と保護に気をつけましょう。

質問には入院された病棟の看護婦がお答えします。 

酸素マスク
呼吸を助けます。
翌朝にはとれます。

わきの下からの管
手術のためにたまった液を出す管が
わきの下から入ってきます。
排液の量が減れば医師が抜きます。

お小水の管
手術翌日、抜けます。

腕の点滴
翌朝より食事がでます。
食事が食べられれば抜けます。


